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「三脚講座（水平の取り方を中心に）～講師：上河さん」
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２月のWEB会議では、以下２点を中心に話し合

われた。

Q１、「ホールなどでの音響さんからライン音声

をどうもらえば良いのか」、「実際に、音響さん

がミキサーを失敗してしまいうまく音がもらえな

かった」（菅澤さん）

A、多くの会員の回答として「音響さんでも何で

も、100％はあり得ないと思っていた方が良い」

とのことでした。

近藤さん

「音はもらいつつも自分でマイクを立てて、万

が一のバックアップをとっておく。マイクから

ラインで三脚に取り付けたミキサーまでもって

いく。（次回以降役立つように配線図や現場の

写真を撮るようにしている）

高橋さん

「音は基本オールミックスでもらっておく。音

割れとノイズだけは勘弁してもらうようお願い

する。」

２月のご報告

次回勉強会テーマは「水平の取り方を中心とし

た三脚講座になります。誰もが当たり前のように

使っている三脚ですが、カメラワークに多大な影

響をあたえるということを考えると、その影響は

大です。講師は上河さんにお願いしてます。

また、コロナ禍で「定例会」および「会場を借

りての勉強会・映写会」が行われなくなったこと

で会費減額についての提案が会員よりありました

４月WEB会議のご案内

「音響さんからのライン音声」
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会員コラム

次回WEB会議

2021年4月6日（火）19時～21時

WEB飲み会

2021年4月6日（火）21時～23時

ので、４月勉強会の後に臨時総会の日程を決めた

いと思います。

吉岡さん

「ＩＣレコーダー録音が基本でミキサーは使わ

ない。音響さんも間違えることもあるので心配

なので、最近はラインを引くことも増えた。

Q２、①「ビデオカメラの撮影設定について、特

に推奨されている設定について」、②「プロキシ

編集とは」（野上さん）

A、①については「編集環境にあわせたフォー

マットがベスト」、「手伝い仕事の場合は、依頼

主の希望のフォーマットに合わせる」

②については「カメラの設定でプロキシ設定があ

るが使わず、編集ソフトで使っている」

などの意見がでました。
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（含むことあり：個人的、感覚的話し） 

 

 

長年愛用してきたプリンターをいよいよ交換した。同じ印刷データでも新プリン

ターでは当然印刷結果が違ってくる。想定内の事とは云え、この時期にその調整に

あれやこれやと時間を費やす始末。脇田さんおすすめの外注印刷も強力な助っ人に

なるだろうと思いつつもついつい自前から脱却できずにいる。それともう一つ、編

集用の PCモニターも交換した。これは顧客からの、「いつもより赤い」「明暗が変」

のご指摘をいただいたのがきっかけ。機材やソフトの更新は繁忙期を避けるのをセ

オリーとしているが今回は止むを得ず思い切った。やれやれ。でも、ガタつきが出

てきたのは機材のみならず自分の身体もそう感じる。例えば眼瞼下垂気味の眼で見

るモニターの映像は実際よりも暗く見えてしまう。目をハッキリと見開くと普通に

明るく見えるが。 

 

 あっという間に３月に入ってきた。溜まりにたまった編集や納品もひと段落。追

い詰められていた時は凡ミス多発（テロップミス・無意識にタイムラインの画像を

カーソルで引っ掛けてズラしていた、等々）で、がけっぷち気分もたっぷりと味わ

ったがようやく解消気味に向かう。 

 それでも例年だととっくに撮り終えているはずがコロナの影響で延び延びにな

っている発表会系撮影はあと残り三現場。それらいつもはホール撮影の現場だが今

季はすべてが校舎内・園舎内で実施。二ヶ所が無観客開催。残り一ヶ所は観客一家

庭１名のみ可で、いつもは１日で終える所を 4日間での分散開催で行うスケジュー

ルとなる。いずれも、とにかく密を避ける態勢。他園の園長先生にコロナ状況の話

の流れの中で、今期は分散開催が多いことを話したところ、 

「わかるわー。そのやりたい気持ち。とにかくわかるぅ」 

（そうか、そうなのか。そんなにやりたいのか…やっぱりその気持ちにこたえなき

ゃいけないよなぁ。）と少しは自分の気持ちもある意味で楽になってきた。 

 

 もう一つ。今回のコロナ騒動でせっかくだから顧客との関係を意識的に変えよう

と試み始めた。それは親戚づきあいの感覚で、フランクに密にとでもいいましょう

か。とにかくもっと距離を詰めてみようと思い至る。よもや、そこまでそういうふ

うにしてみようなんて、今まで、考えも、思いつきもしなかった発想。でも、そう

でもしなければこの昨今お互いにやっていられないかも知れない。 




